
 

 

委託試験成績（令和３年度） 

担当機関名 

 部・室名 

石川県農林総合研究センター畜産試験場 

資源安全部 

実施期間 令和 2 年度～3 年度、継続（完了） 

大課題名 Ⅲ 水田を活用した資源作物の効率的生産・供給技術の確立 

課題名 

 

石川県に適した子実用トウモロコシ品種の検討と水田における栽培技術の確立・

実証 

目 的 

 

 

近年、家畜飼料の主原料である子実用トウモロコシの国内生産が注目され、水

田を活用した戦略作物としても期待されている。しかし、現状、石川県でのトウ

モロコシの作付は、全てホールクロップサイレージ用であり、子実用トウモロコ

シの作付はほとんどない。また、トウモロコシの作付面積も年々減少傾向にあり、

本県の自給飼料生産量も減少している状況である。そこで、県内飼料自給率の向

上を目的に、本県での子実用トウモロコシの栽培に適した品種を検討するととも

に、水田での収量確保に向けた栽培上の技術的課題を検討する。 

担当者名 石川県農林総合研究センター畜産試験場 資源安全部 技師・寺田 詩織 

1. 試験場所 （１）石川県畜産試験場場内圃場（石川県羽咋郡宝達志水町）：2.625a 

（２）水田実証圃場（石川県白山市）：20a 

 

２．試験概要 

  場内圃場では、品種適応性試験の継続、アワノメイガの虫害に対し、省力的かつ有効な防除時期

を検討するアワノメイガ防除試験を行った。また、前年度、栽植本数低下に伴う茎葉の肥大化の影

響から収穫物への茎葉の混入、収穫作業能率の低下等が問題となった。そこで、収量向上及び機械

収穫の作業能率向上のため、乾田（実証圃場）において RM100 品種の密植栽培試験を行った。な

お、アワノメイガ防除試験、実証栽培については、前年度の品種適応性試験の結果から P9400 を

供試した。 

 

３．試験方法 

（１）場内試験 

①品種適応性試験 

 圃場条件   畑地（黒ボク土） 

供試品種   KD502、LG3457、P9400（RM100） 

試験区構成  3反復乱塊法（1区 17.5㎡、5m×3.5m） 

播種     令和 3 年 5月 24 日、条播（条間 70cm 株間 18cm 栽植本数 7,900 本/10a） 

施肥(kg/a)  Ｎ-Ｐ-Ｋ:1.0-1.0-1.0、堆厩肥 400、石灰 10、6月 10日：追肥Ｎ0.5kg/a 

除草     5月 26日：土壌処理 ゲザノンゴールド 200ml/10a 

7 月 1日：茎葉処理 アルファード液剤 150ml/10a 

病害虫防除  5月 28 日：ダイアジノン粒剤（ネキリムシ対策） 

7 月 2日、7 月 19 日：エスマルク DF（アワノメイガ対策） 

収穫     9 月 15日 



 

 

調査項目   生育、収量調査は「牧草・飼料作物系統適応性試験実施要領」に基づき実施 

②アワノメイガ防除試験（下記記載していない栽培条件は、①品種適応性試験と同様） 

供試品種   P9400（RM100） 

試験区構成  無防除区、第 1世代防除区、第 2世代防除区（1区 35㎡、10m×3.5m） 

       ・第 1世代防除区：発芽～雄穂・絹糸抽出までの虫害防除 

       ・第 2世代防除区：雄穂・絹糸抽出以降の虫害防除 

病害虫防除  1回目：7 月 2日、2回目：7 月 19 日（エスマルク DF、150g） 

調査項目   殺虫剤散布 1週間後の被害株調査、収穫時の倒伏・折損、雌穂の虫害 

 

（２）現地実証試験 

供試機械名  普通型コンバイン YH700M 

圃場条件   乾田 

供試品種   P9400（RM100） 

試験区構成  標準密度区、高密度区（1区 10a、80ｍ×12.5m、17 条） 

       ・標準密度区：7,500 本/10a（条間 70cm 株間 18.5cm） 

       ・高密度区：8,500 本/10a（条間 70cm 株間 16.5cm） 

  耕起     プラウ耕 

砕土・整地  ロータリー耕 

播種     令和 3 年 6月 3日に高速汎用播種機 NTP-2A（アグリテクノサーチ株）にて条播 

施肥(kg/a)  Ｎ-Ｐ-Ｋ:1.5-1.0-1.0（基肥のみ）、堆厩肥 400、石灰 10 

除草     6月 8日：土壌処理 ゲザノンゴールド 200ml/10a 

6月 24 日：茎葉処理 シャドー水和剤 50g/10a 

病害虫防除  6月 2日：クルーザーFS30 種子塗抹（タネバエ、ネキリムシ対策） 

収穫     9 月 28 日に普通型コンバイン YH700M（ヤンマーアグリジャパン株）にて収穫 

調査項目   生育、収量調査は「牧草・飼料作物系統適応性試験実施要領」に基づき実施、 

収穫時の作業時間及び作業能率 

 

４．試験結果 

（１）場内試験 

①品種適応性試験（表１、２、３） 

・発芽日は、KD502 が播種から 7 日後の 5月 31日と最も早く、次に P9400 が播種から 9 日後の 

6月 2日、LG3457は播種から 10日後の 6月 3日となった。 

・発芽率は 9 割程度で、初期生育は 3 品種とも良好であった。6月 10日に移植、間引を行った。 

・雄穂抽出～絹糸抽出日は KD502、P9400 が播種から 53日後の 7 月 16～18 日、LG3457が播種から 

54 日後の 7 月 17～19 日となった。 

・稈長、着雌穂高は LG3457、P9400 は同等であり、KD502 は最も低かった。 

・収穫時の病害虫調査では、アワノメイガによる食害、赤カビ病の被害は 3 品種同程度であった。 

・子実収量は、現物、乾物ともに P9400 が最も多収であり、KD502 が最も少なかった。また、乾物

収量については、KD502 と P9400 の両品種間に差が認められた。 



 

 

・子実の水分含量は P9400 が 15%程度と最も低く、KD502、LG3457の 2 品種は 20％程度となった。 

②アワノメイガ防除試験（表４、５） 

・薬剤散布を行った 2 週間後に被害調査を実施した。第 1 世代防除区への薬剤散布後調査（7 月

16日）では、第 1世代防除区の被害が最も少なかった。また、第 2世代防除区への薬剤散布後

調査（8 月 3日）においても、第 1世代防除区の被害が最も少なかった。 

・9 月 10日の収穫前の調査では、無防除区の被害が最も多く、第 1世代、第 2世代防除区の被害

は同程度となった。 

・現物収量、乾物収量ともに無防除区と比較し、殺虫剤による防除を実施した区は多収であった。 

 

（２）現地実証試験 

①生育調査結果（表６、７） 

・発芽日は両区とも播種から 7 日後の 6月 10日、発芽率は 9 割程度、初期生育は良好であった。 

・雄穂抽出から絹糸抽出日は、両区とも播種から 47 日後の 7 月 20～22 日となり、稈長、着雌穂

高、稈径についても同等であり、両区間に生育差はなかった。 

・病害虫については、アワノメイガ、赤カビ病が確認された。 

②普通型コンバイン収穫による子実収量と作業能率（表８） 

・収穫はリールヘッダを装着した普通型コンバイン YH700Mにて、9 月 28 日に実施した。 

・収穫作業は①適正密度区、②高密度区の順で行った。2条刈り、刈取高さは 40～50cm。 

・コンバイン子実収量は現物、乾物ともに適正密度区、高密度区で差はなかった。 

・坪刈子実収量とコンバイン子実収量（どちらも子実水分 15%換算）から算出した歩留まりは 8 割

程度となり、収穫ロスは 2割程度となった。 

・収穫作業時間は 13.2分/10a となった。収穫物への茎葉等の混入はほとんどなかった。 

 

５．主要成果の具体的データ 

（１）場内試験 

①品種適応性試験 

表１．生育調査Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

表２．生育調査Ⅱ 

 

 

 

 

 

品種#
系統名

播種日 発芽日
発芽良否
-./01

初期生育
-./01

病害虫
-./01

雄穂
抽出日

雄穂
開花日

絹糸
抽出日

ABCDE C月EG日 C月H.日 IJH KJK .JK K月.L日 K月.I日 K月.K日

MNHGCK C月EG日 L月H日 IJH KJK EJD K月.K日 K月.0日 K月.I日

O0GDD C月EG日 L月E日 IJD IJD .JK K月.L日 K月.I日 K月.K日

調査日 L月K日 K月.日 K月.日

.J発芽良否R初期生育STS極不良W.R極良W0XYZ評点法

EJ病害虫ST^_`abcdeZ被害RS無hij極微WlR甚WnXYZ評点法

211

!"#$%&' 赤)*病

,-./0 01234 5/36 1736 1/37 437 037

894:.7 04732 1/:34 163: 03/ 434 434

;5:// 0473/ 1/632 1730 :37 437 434

調査日 5月1/日

13折損$B$雌穂着節位HI下位K折損LL03病害虫$B$無PQR極微UVW甚UYZ[\評点法

品種bZc多重比較hijklm法nW異符号間c有意差vIhwx/3/.n

稈径
h{{n

着雌穂高
h}{n

稈長
h}{n

品種�
系統名

病害虫h1�5n折損
h�n

5月1.日2月4日

1 2

a

a

b

a

a

b

a
a

b



 

 

 

表３．品種ごとの子実収量 

 

 

 

 

 

②アワノメイガ防除試験 

  表４．異なる防除時期による倒伏、折損、病害虫程度 

 

 

 

 

 

 

  表５．異なる防除時期での子実収量 

 

 

 

 

 

（２）現地実証試験 

表６．生育調査Ⅲ 

 

 

 

 

 

表７．生育調査Ⅳ 

 

 

 

 

 

表８．普通型コンバイン収穫による子実収量及び作業能率 

 

 

 

 

!"#$% &''() #**(% &&(% %%(+

,-'.#& +$'(* *.$(/ &/(+ %$(%

0/.$$ /$$(. &*.($ +.(/ )#()

品種345多重比較:;<=>?法AB異符号間5有意差JK:LM$($#A

乾物率
:QA

品種R
系統名

現物収量
:=YZ)$[A

乾物収量
:=YZ)$[A

水分含量
:QA

b

a a

bb

a

無防除区 %&'() *&+(* ,&(& )*(%

第)世代防除区 ,,+(% 0'1(1 ,'(, )%(+

第+世代防除区 12+(, 0*,() ,&(2 )%(2

区分456多重比較;<=>?@法BC異符号間6有意差KL;MN2(2*B

乾物率
;RB

区分
現物収量
;>VW)2XB

乾物収量
;>VW)2XB

水分含量
;RB

b
a

a

区分 播種日 発芽日
発芽良否
*+,-.

初期生育
*+,-.

病害虫
*+,-.

雄穂
抽出日

雄穂
開花日

絹糸
抽出日

標準密度区 B月D日 B月+E日 FGD FGH DGH H月IE日 H月II日 H月I+日

高密度区 B月D日 B月+E日 FGE FGD KGE H月IE日 H月II日 H月I+日

調査日 B月+N日 B月I-日 H月IE日

+G発芽良否O初期生育PQP極不良T+O極良T-UVW評点法

IG病害虫PQP[\]^_`abW被害O無efg極微TiO甚TkUVW評点法

211

虫害 赤$%病

標準密度区 ,-./0 112/- 12/3 1,/4 5/- -/6

高密度区 ,-5/1 111/. 10/5 15/6 5/4 5/-

調査日 .月,5日

1/折損>?>雌穂着節位EF下位H折損

,/病害虫>?IJKLMN等H被害>無RST極微WXY甚W[\]^評点法

区分
稈長
efgh

着雌穂高
efgh

.月,3日3月2日

稈径
eggh

折損
ejh

病害虫e1k.h1 2

現物 乾物 乾物率 現物 乾物 乾物率 子実 茎葉

標準密度区 ./01. 20013 4315 20616 22.16 4316 5.14 //16 421/ 55分38秒

高密度区 .3818 28615 4512 23410 64012 4;1/ 501. //1/ 841. 5.分23秒

51歩留>?>坪刈収量DEFGHF収量IJKLM子実水分53O換算RSL算出UU

61収穫作業時間>?>6条刈\]圃場内a刈取cde旋回時間a合計U

歩留
IjR

収穫作業
時間
Ik5;lR

収穫時a
水分含量IjR区分

EFGHF収量
Inok5;lR

坪刈収量
Inok5;lR 2

1

病害虫$%&'( 倒伏 折損 病害虫$%&'( 倒伏 折損

-./012 $3( $3( -./012 $3( $3( -./012 赤56病

無防除区 ;<= ><> %;<? @<> %<? AA<= @<> B<=

第%世代防除区 %<= ><> B<> A<= A<> F<> ?<? A<=

第A世代防除区 ?<= ><> B<= B<? ><> '<? B<? ?<=

調査日 =月%@日

%<病害虫KL無MNO極微RST甚RVWXY評点法TA<折損KLK雌穂着節位bc下位e折損

区分gWh多重比較$mnopq法(T異符号間h有意差yc$z{><>;(

品種~
系統名

F月?日

病害虫$%&'(

'月%>日

1 1 12 2

b
a

b
a

b
a

a

b
a

b
a

a



 

 

 

６．経営評価 

本県で子実用トウモロコシを栽培する場合の 10a 当たりの経済性を試算すると、各種交付金を含

めた収支ではプラスになると試算される（表 9）。なお、今回の試算はフレコンバッグによるサイレ

ージ調製での貯蔵となる。また、播種及び収穫には、大豆栽培と同様の作業機を利用できるが、子実

用トウモロコシの収穫は、作業機に装着する専用アタッチメント（大豆キット＋デバイダキット、

693,000円税抜）の追加が必要である。収益性を向上させるためには、単収の増加、生産費の削減が

求められ、規模拡大、機械の共同利用が可能な体制を構築する必要がある。 

 

表９．収支算定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．利用機械評価 

 リールヘッダを装着した普通型コンバイン YH700Mにて収穫作業を行った。前年度、同様の作業機、

アタッチメントにより RM114品種の収穫を実施した結果、収穫作業時間は 30.4 分/10a、茎葉の高水

分化、栽植本数低下に伴う茎葉の肥大化の影響から、収穫物への夾雑物の混入が問題となった。今年

度は RM100 品種（P9400）の収穫を行い、子実の水分含量は 15～20％、茎葉の水分含量は 66%となり、

収穫物への夾雑物の混入はほとんどなかった。また、収穫作業時間は 13.2分/10a となり、作業能率

が高まった。栽植本数低下の問題もあったため、標準栽植密度区と栽植密度を 10%程度高めた高密度

区を設けたが、両試験区で収穫作業能率に差はなかった。 

また、収穫時の圃場は雑草が繁茂しており、収穫の際、雑草がヘッダに巻き付いてしまうことが問

題となった。機械の故障原因となるため、除草剤の土壌処理を徹底し、雑草の発生を抑制する。 

 

８．成果の普及 

 得られたデータを取りまとめ、成果集報、成果検討会等を通じて、生産現場へ情報提供する。 
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９．考察 

品種適応性試験については、前年度に続き、今年度試験結果においても P9400 の子実収量が最も

多かった。また、子実の水分含量が 15%程度まで低下したことから、絹糸抽出後、より短期間で子実

が乾燥する。虫害、赤カビ病の発生は確認されたが、甚大な被害ではなかった。以上から、本県にお

いては、P9400 の利用が適していると考えられる。 

次に、アワノメイガ防除試験より、アワノメイガが確認されたトウモロコシ 7-8葉期（6月下旬～

7 月上旬）、絹糸抽出期（7 月中下旬）、いずれかの時期に 1 度薬剤散布をすることで、減収を抑制す

る効果が認められた。また、実証栽培での収量は、品種適応性試験と比較すると大きく低下し、この

原因の一つとして、アワノメイガによる被害の可能性が挙げられる。以上から、作業負担は増加する

が、草丈の低い 7-8葉期に薬剤散布を実施することで、虫害による減収を抑制できると考えられる。 

本実証栽培では、6月上旬播種、9 月下旬収穫の作付で、収穫時の子実水分が 15%程度まで低下し

た。そのため、収穫後に乾燥調製を行う場合、乾燥労力、経費の削減につながる。また、9 月上旬の

時点で、子実水分は 25%程度であったため、サイレージ調製を行う場合は収穫の前倒しが可能と考え

られる。 

 

１０．問題点と次年度の計画 

 栽培面では、安定した収量確保のためには、アワノメイガ等害虫の防除対策が必要である。また、

今後、子実用トウモロコシの作付面積を拡大するには、生産費削減による収益性向上が求められる

ため、機械の共同利用や集落営農組織での普及が望まれる。 

 

１１．参考写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１．７月１６日時点の生育状況 
（水田実証、白山市） 

写真２．９月２８日収穫前の状況 
（水田実証、白山市） 

写真３．普通型コンバイン YH700M 
による刈取の様子（水田実証、白山市） 

写真４．収穫物（水田実証、白山市） 


